
アフリカのゾウを象牙密猟から守るために、私たちの声を国会へ届けましょう！ 
 

象牙目的の密猟によって絶滅の危機が高まるアフリカのゾウ 
地上最大の動物にして、生物多様性の象徴であるゾウ。その生息地

は、人口増加と、それに伴う農地およびインフラ開発によって失われ

るばかり。さらに象牙を狙った密猟者に命を奪われ、アフリカ大陸で

急速に減少しています。密猟象牙は、すべてゾウを殺して奪ったもの

です。 
 

密猟を止めるには、世界の国内象牙市場を閉鎖することが必要 

ゾウの密猟が止まらないのは、象牙を欲しがる人がいるため。この問

題の抜本的な解決策は、世界のどこに行っても象牙は売買してはい

けないものにすること＝世界各国の国内象牙市場の閉鎖です。 
 

国内象牙市場を存続させ、国際社会の批判をうける日本 

185 か国が加盟するワシントン条約は、1989 年の象牙の国際商業 

取引禁止に加え、2016 年に各国に対する「国内象牙市場閉鎖」 

勧告を採択しました。米国、中国、EU など主要な象牙消費地では、

次々に象牙の国内販売を禁止。しかし、日本は今も象牙の販売を広

く許していて、国際社会から批判を受けています。  
「種の保存法」の改正で国内象牙市場閉鎖の実現を 

来年（2026 年）には絶滅危惧種の取引規制などを行う「種の保存法」の改正案が通常国会に提出される見

通しであり、そこに象牙の売買禁止が盛り込まれる可能性がでてきました。しかし、政府は、改正法案に象牙の

売買禁止を盛り込む姿勢を見せていません。 
 
私たちの声を「請願」を通じて国会に届けましょう 

そこで私たちは、国会に、種の保存法改正によって国内象牙市場閉鎖を実現することを求める請願書を提出

することとしました。請願の内容は、必要最小限の例外を除き、象牙売買の禁止を求めるものです。請願とは、

国政に対する要望を直接国会に述べる憲法上の権利です。署名された請願書が国会で採択されれば、国会とし

て私たちの要望に対応することになり、採択された請願が議院から内閣総理大臣へ送られれば、政府としても

これに対応することになります。  
アフリカのゾウを象牙目的の密猟から守るため、 

国内象牙市場の閉鎖を求める請願に、ご協力をお願いします！ 
（締切り：5 月 21 日（水）必着とさせていただきます。） 
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